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抄録
目的：高齢化の進展に伴い，医療・介護と連携した歯科保健医療サービスの提供が求められ，地域に
おける歯科衛生士の役割が重要となっている．しかし，従来から歯科衛生士不足が問題視され，若年
層の歯科衛生士においては就業者数の減少傾向が認められている．本研究の目的は，歯科衛生士学生
が卒業直後の就職先で希望する勤務年数と就労に対する意識を明らかにすることである．
方法：最終学年の学生が在籍する歯科衛生士養成学校162校（大学 9 校，短期大学14校，専門学校139
校）の卒業年次生を対象に，2019年11月に無記名自記式質問紙調査を郵送法にて実施した．質問は，
①属性，②歯科衛生士志望の肯定感，③歯科衛生士としての生涯勤続希望，④歯科衛生士の仕事のや
りがい，⑤キャリア展望，⑥養成学校でのキャリア教育の受講経験，⑦ワークライフバランスの意向，
⑧研修参加希望と認定歯科衛生士の取得意向，⑨歯科衛生士を長期継続するために重要なこと，⑩卒
業直後の就職先での希望勤務年数，⑪就職先を決める際に重視すること，⑫卒業直後の就職に対する
不安なこととした．分析は，希望する勤務年数別に就労に対する意識について独立性の検定を行った．
結果：返送があった150校（返送率：92.6％）の学生6,270名の回答のうち，不備のない6,264名を分析
対象とした．学生の約 9 割が高校修了後に養成学校の昼間部に進学した20歳代の女性で，卒業後すぐ
に歯科衛生士として就職する者は93.1％だった．卒業後初めての就職先で希望する勤務年数は，「 3 年
未満」19.5％，「 3 ～ 5 年未満」45.1％，「 5 年以上」35.5％だった．希望勤務年数と就労観に有意な
関連があった（p＜0.05，χ2検定）．全体では，キャリア展望が描けていたのは42.6％，キャリア教育
の受講経験のある者は26.2％，ワークライフバランスにおいて仕事と生活と両立したい者は76.1％だっ
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I．緒言

歯・口腔の健康は，質の高い生活を営むうえで基礎と
なるものであり，歯科疾患を予防し，口腔機能の維持向
上を図ることが健康長寿の延伸をはじめ，介護予防等の
自立支援にも不可欠である[1,2]．高齢化の進展に伴う医
科歯科連携が推進されるなか，歯科衛生士数および歯科
保健指導の実施状況が定期歯科健診受診行動と関連して
いるとの報告もあり，歯科衛生士による地域住民への口
腔衛生管理の必要性が高まっている[3,4]．近年では，保
健事業と介護予防事業の一体的提供として，通いの場で

の歯科衛生士の専門的な関与による口腔のセルフケア技
術の習得や機能維持への支援が求められている[5]．こ
うした地域での多様なニーズの高まりに応じるためには，
専門家としてより質の高い歯科衛生士の安定的な供給が
必要になる．
しかし，免許登録者数に対する就業歯科衛生士数は約
半数で推移しており，免許登録者の潜在化が顕著であ
る[6]．なかでも，歯科衛生士養成学校を卒業して就職
したのち 3 ～ 4 年以内に離職する者の増加がみられ[6]，
いわゆる新卒歯科衛生士と呼ばれる者の卒業直後の就職
先（以下，初職）での早い時期の離職（以下，早期離職）

た．就職先決定時の重視項目は「職場の人間関係」，就業継続の重要項目は「仕事のやりがい」，就職
に対する不安要素は「自分の技術・知識不足」と回答した者が最も多かった．
結論：歯科衛生士学生の，卒業直後の就職先における希望勤務年数と就労に対する意識との関連が示
唆された．若年歯科衛生士の就業定着に向けた支援対策として，卒前のキャリア教育の拡充および職
場での良好な人間関係の構築と新卒歯科衛生士の就労意欲と知識・技術を支える取組みの確保が重要
であることが示された．

キーワード：歯科衛生士，早期離職，全国調査，就労観，歯科衛生士学生

Abstract
Objectives: The demographic aging of Japanʼs population entails increased demand for the provision of den-
tal healthcare services in conjunction with medical care and long-term care, and the role of dental hygienists 
at the community has become increasingly important. However, even as a shortage of dental hygienists is 
recognized as a problem, the number of young people continues to decrease. Therefore, this study seeks to 
clarify awareness of the employment market among students studying to become dental hygienists, as well 
as the number of years that they hope to spend working at their first position immediately after graduation.
Methods: In November 2019, an anonymous, self-administered survey was sent by mail to 162 dental 
hygienist schools with dental hygiene students enrolled in their final year of study to be completed by 
final-year students. The questions concerned these studentsʼ (1) attributes, (2) positivity about their aspi-
ration to become dental hygienists, (3) desire for a lifelong career as dental hygienists, (4) sense of purpose 
regarding the work that dental hygienists do, (5) career outlook, (6) experience of receiving a career-orient-
ed education at a training school, (7) intentions with regard to work-life balance, (8) desire to take part in 
training and intention to acquire certification as a dental hygienist, (9) important considerations that enable 
long-term employment as a dental hygienist, (10) number of years that they hope to spend working at their 
first position immediately upon graduation, (11) emphasis when deciding where to work, and (12) anxieties 
about finding employment immediately after graduation.
Results: Of the 6,270 students from 150 schools that returned questionnaires, 6,264 responses without 
omissions were selected for analysis. Approximately 90% of students were women in their twenties who 
had enrolled in the day school training program. The number of years that they hoped to spend working at 
their first position immediately after graduation was “less than 3 years” (19.5%), “at least 3 years but less 
than 5 years” (45.1%), or “at least 5 years” (35.5%). Students who expressed a desire to spend more years 
working had a higher proportion of positive responses to seeking employment. Among respondents, 42.6% 
described a career outlook, 26.2% had received career-oriented education, and 76.1% expressed the desire 
to maintain a work-life balance.
Conclusions: Dental hygienist students who hoped to spend more years working at their first position im-
mediately after graduation showed a higher level of awareness with respect to the job market.

keywords: dental hygiene, early turnover, nationwide survey, view of employment, student dental hygienist
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の防止が課題となっている．
「歯科衛生士の勤務実態調査」の結果によると，非就
業者の 7 割が「出産・育児」で30歳代前半に一旦退職し
ていること，再就職を阻む要因は「勤務時間」が最も多
く半数を超えていることが報告されている[7,8]．こうし
た状況を受け，歯科衛生士不足への対策には，復職支援
と離職防止の両方が必要であるとして[1]，潜在歯科衛
生士に対する復職支援事業が全国で展開されているとこ
ろである[9]．他方の離職防止については，就労環境の
整備とキャリア教育の拡充が必須要件であると指摘され
ているが[10]，その方策について十分に検討されていな
い．
「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」等を背景と

した働き方改革の政策を踏まえ[11]，新卒歯科衛生士が
早期離職することの問題は主に 2 つ考えられる． 1 つ目
は，歯科衛生士自身の将来的なキャリアに影響を及ぼす
可能性があること[12]． 2 つ目は，安全で質の高い歯科
医療の提供に必要な人材が不足する可能性があること
[13]である．これまで，キャリア継続に向けた教育の検
討のために，医学科の女子学生を対象とした就業に関す
る意識調査が行われ[14]，歯科衛生士についても在学生
の就労に関する意識を把握し，早期離職防止対策を講じ
る必要がある．
本研究では，全国の歯科衛生士卒業年次生を対象に，

初職での希望勤務年数とともに就労に対する意識を明ら
かにすることを目的とした．

II．研究方法

 1 ．対象
対象は，全国の歯科衛生士養成学校のうち，最終学年
にあたる 3 年生ないし 4 年生が在籍する162校の2019年
度卒業年次生とした[15,16]．

 2 ．方法
無記名の自記式質問紙調査を2019年11月 1 日から22日

の 3 週間に，郵送法にて実施した．
調査票の質問は，①属性（性，年齢，昼・夜間部別，

養成学校入学直前に修了した教育課程），就労に対する
意識（以下，就労観）として②「現在，あなたは歯科衛
生士を志望してよかったと思いますか」（以下，志望の
肯定感），③「生涯，歯科衛生士として働き続けたいと
思いますか」（以下，生涯勤続希望），④「歯科衛生士は
やりがいのある仕事だと思いますか」（以下，仕事のや
りがい），⑤「現時点であなたはキャリア展望（仕事に
おける将来設計）を描けていますか」（以下，キャリア
展望），⑥「歯科衛生士学校で，キャリア展望（仕事に
おける将来設計）に関する教育を受けましたか」（以下，
キャリア教育の受講経験），⑦「現時点であなたは，仕
事と（自分の）生活のバランスをどのように描いていま
すか」（以下，ワークライフバランスの意向），⑧「歯科

関係の研修会や勉強会に継続して参加したいと思います
か」（以下，研修会の参加希望），⑨「今後，「認定歯科
衛生士」を取得したいと思いますか」（以下，認定歯科
衛生士の取得意向），それに⑩「歯科衛生士を長く続け
るためにはどのようなことが大切だと思いますか」（以
下，就業継続の重要事項），⑪「卒業後すぐ，あなたは
歯科衛生士として就職しますか」とした．卒業直後に歯
科衛生士として就職すると回答した者からは，⑫「卒業
後すぐ，最初の勤務先で，何年くらい働きたいと考えて
いますか」（以下，希望勤務年数），⑬「就職先を決める
際に重視するのは，どのようなことですか」（以下，就
職先決定時の重視事項），⑭「卒業後すぐの就職に不安
がありますか」（以下，就労に対する不安要素）とした．
なお，調査票の配布と回収は学校を通して行った．
用語の定義は先行研究[17]に準拠し，キャリア展望は

「仕事における将来設計」，キャリア教育は「将来設計
に関する教育」として調査票にも明記した．早期離職は，
厚生労働省の「新規学卒就職者の離職状況」[18]を基準
に 3 年未満の離職とした．初職とは，厚生労働省が明示
する「学校を卒業（または中退）してから初めてついた
所得を伴う仕事のこと」[19]とした．

 3 ．分析
勤務年数は，「 3 年未満」「 3 ～ 5 年未満」「 5 年以上」

に分け[20]，就労観に関する項目の独立性を，また，歯
科衛生士学校でキャリア教育の受講経験の有無（受けた
／受けなかった・覚えていない）とキャリア展望が描け
ているか否か（描けている・やや描けている／あまり描
けていない・描けていない）との関連についてχ2検定
を用いて関連をみた（有意水準 5 ％）．
統計ソフトはSPSS Statistics Ver.25.0（日本IBM）を使
用した．

 4 ．倫理的配慮
本調査は全国歯科衛生士教育協議会の協力を得て行い，
国立保健医療科学院の研究倫理審査の承認を得たうえで
研究を実施した（承認番号：NIPH-IBRA#12254）．

III．結果

 1 ．回答状況
返送があった歯科衛生士養成学校150校（返送率
92.6％）の歯科衛生士卒業年次生（以下，学生）6,270名
のうち，回答に不備のない6,264名を分析対象とした．
回答者は，女子が6,177名（98.6％），平均年齢（標準

偏差）は21.7（3.5）歳だった．「昼間部」5,912名（94.4％），
養成学校入学直前に修了した教育課程は「高校」が最も
多く5,417名（86.5％），次いで「専門学校」422名（6.7％），
「大学」198名（3.2％）だった．養成学校卒業後すぐ，
歯科衛生士として就職する者は5,781名（93.1％）だった．
表 1 に示す通り，キャリア展望が描けていた者（描
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表 1　歯科衛生士卒業年次生の就労に関する意識
n（％） 

志望の肯定感 はい 3,759（60.0）
いいえ 318（  5.1）
どちらともいえない 2,134（34.1）
無回答 53（  0.8）

生涯勤続希望 はい 3,143（50.2）
いいえ 626（10.0）
どちらともいえない 2,476（39.5）
無回答 19（  0.3）

仕事のやりがい はい 5,257（83.9）
いいえ 67（  1.1）
どちらともいえない 916（14.6）
無回答 24（  0.4）

キャリア展望 描けている 502（ 8.0）
やや描けている 2,170（34.6）
あまり描けていない 2,766（44.2）
描けていない 810（12.9）
無回答 16（  0.3）

キャリア教育の受講経験 受けた 1,640（26.2）
受けなかった 877（14.0）
覚えていない 3,714（59.3）
無回答 33（  0.5）

ワークライフバランスの意向 仕事と生活と両立 4,769（76.1）
仕事優先 389（  6.2）
生活優先 1,083（17.3）
無回答 23（  0.4）

研修会の参加希望 とても思う 1,037（16.6）
やや思う 3,148（50.3）
あまり思わない 1,630（26.0）
全く思わない 433（  6.9）
無回答 16（  0.3）

認定歯科衛生士の取得意向 とても思う 827（13.2）
やや思う 2,269（36.2）
あまり思わない 1,967（31.4）
全く思わない 458（  7.3）
認定歯科衛生士を知らない 725（11.6）
無回答 18（  0.3）

表 2　歯科衛生士卒業年次生の希望勤務年数別にみた就労に関する意識
希望勤務年数, n（%）

3年未満 3～5年未満 5年以上 p値
（χ2検定）1,131（19.5） 2,621（45.1） 2,065（35.5）

志望の肯定感 はい 533（14.9） 1,601（44.7） 1,445（40.4）
<0.01いいえ／どちらともいえない 583（26.6） 1,000（45.6） 609（27.8）

生涯勤続希望 はい 377（12.4） 1,284（42.2） 1,380（45.4）
<0.01いいえ／どちらともいえない 750（27.2） 1,329（48.1） 682（24.7）

仕事のやりがい はい 859（17.3） 2,262（45.5） 1,849（37.2）
<0.01いいえ／どちらともいえない 267（32.2） 351（42.4） 210（25.4）

キャリア展望 描けている／やや描けている 413（16.3） 1,084（42.9） 1,029（40.7）
<0.01あまり描けていない／描けていない 715（21.8） 1,532（46.7） 1,032（31.5）

キャリア教育の受講経験 受けた 243（15.9） 714（46.6） 575（37.5）
<0.01受けなかった／覚えていない 881（20.7） 1,893（44.5） 1,483（34.8）

ワークライフバランスの意向 仕事と生活と両立 768（17.0） 2,058（45.6） 1,690（37.4）
<0.01仕事優先／生活優先 359（28.0） 556（43.3） 369（28.7）

研修会の参加希望 とても思う／やや思う 608（15.4） 1,753（44.4） 1,584（40.2）
<0.01あまり思わない／全く思わない 519（27.9） 863（46.4） 478（25.7）

認定歯科衛生士の取得意向 とても思う／やや思う 450（15.5） 1,267（43.7） 1,183（40.8）
<0.01あまり思わない／全く思わない／認定歯科衛生士を知らない 676（23.3） 1,348（46.4） 879（30.3）

無回答は除いた
希望勤務年数は、「最初の勤務先で、何年くらい働きたいと考えているか」について、卒業直後に歯科衛生士として就職する者から回答を得た。
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図 1-a　就職先決定時の重視事項（順位法による回答の 1 位）
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図 1-b　就業継続の重要事項（順位法による回答の 1 位）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

復職時の支援

社会的な支援

家族の理解や支援

相談できる環境

心身の健康

勤務待遇（給与）

自分のスキル

勤務条件※

仕事のやりがい

5年以上(n＝2,065)

3～5年未満(n＝2,621)

3年未満(n＝1,131)

※勤務時間・福利厚⽣

希望勤務年数

図 1-c　就労に対する不安事項（単一回答）

図1　歯科衛生士卒業年次生の希望勤務年数別にみた就労に対する意識
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けている・やや描けている）は42.6％，キャリア教育の
受講経験のある者は26.2％，ワークライフバランスの意
向のある者は76.1％だった．キャリア教育の受講経験と
キャリア展望との間には有意な関連があった（p＜0.05，
χ2検定）．

 2 ．希望勤務年数別にみた学生の就労に関する意識
表 2 に示す通り，初職で希望する勤務年数は，「 3 年
未満」19.5％，「3～5年未満」45.1％，「 5 年以上」
35.5％であり，希望勤務年数と就労観との間には有意な
関連があった（p＜0.05，χ2検定）．

 3  ．就業先決定，就業継続の重要事項・就労の不安要
素（図 1 ）
いずれの希望勤務年数でも，就職先決定時の重視事項
は「職場の人間関係」の割合が（図 1-a），就業継続のた
めの重要事項は「仕事のやりがい」の割合が最も高かっ
た（図 1-b）．就労に対する不安要素は，いずれの希望
勤務年数でも「自分の技術・知識不足」の割合が最も高
く，すべての年数区分で半数を超えていた（図 1-c）．

IV．考察

本調査の結果，学生が初職で希望する勤務年数は，
「 3 ～ 5 年未満」が最も多く約半数，次いで「 3 年未満」
が約 2 割であり，希望勤務年数と就労観との関連が示唆
された．キャリア教育の受講者と非受講者との間でキャ
リア展望が描けている者との関連は先行研究[17]と一致
した．学生の 4 割程度がキャリア展望を描けていたが，
キャリア教育の受講経験者は 3 割に満たなかった．就職
先決定時に「職場の人間関係」を重視し，就業継続には
「仕事のやりがい」が重要で，就労に対する不安要素は
「自分の技術・知識不足」と回答した者が最も多かった．
希望勤務年数と就労観との関連は，これまでに明らか

となっている学生のストレス対処能力（首尾一貫性感
覚）の程度と職業や就業に対する姿勢との関連[21]を支
持するものと推察する．キャリア教育受講の経験は，研
修歯科医が歯学部で受講した経験も 2 割にとどまり[17]，
歯科衛生士学生と同様に少なかった．その一方，キャリ
ア展望を描けている歯科衛生士学生は 4 割程度であるに
も関わらず，研修歯科医を対象とした調査では約 7 割
[17]であることが報告されている．研修歯科医は，臨床
従事の経験があること，あるいは歯科医師としてのキャ
リア展望はあまり複雑ではなく描きやすいこと等が理由
として考えられた．すなわちキャリア展望の保有は，キャ
リア教育受講の有無に限らず，調査対象者が置かれた立
場や職業としての特性が影響する可能性がある．しかし
ながら，キャリア教育の提供は，職業観を高めるため
の重要な位置づけにあり[22,23]，かつ本研究においても
キャリア展望と関連が認められていることから，歯科衛
生士養成課程では，さらなるキャリア教育の推進が必要

であろう．
本調査の結果， 8 割程度がライフワークバランスを実
現することを示しており，看護学生の 6 割[24]，医学生
の 7 割[25]より高かった．歯科衛生士を対象とした就業
に関する先行研究でも，ワークライフバランスへの意識
が高く，管理者である歯科医師は歯科衛生士のワーク
ライフバランスを考慮する必要があると述べている[26]．
今後，歯科衛生士の早期離職防止を検討するうえで，ワー
クライフバランスは不可欠な要素であると考えられる．
保健医療福祉系の卒業年次生は，「職場の人間関係」を
就職先の選択の優先項目に挙げており[27-29]，歯科衛生
士学生と類似した．学生が就職先を選ぶにあたり人間関
係を強く意識していることを踏まえ，職場の見学などを
通して，人間関係を含む就労環境を体験できる機会を提
供することが有用であると考える．
本研究結果から，就業継続に「仕事のやりがい」が上
位に挙げられていたが，現状では歯科衛生士の再就職の
障壁は多様であり[30]，初職の離職後に歯科衛生士業務
の継続意欲が低下することも多いと考えられる．特に，
「出産・育児」は，離職中の歯科衛生士の主な「再就職
の障害」であるとともに[31]，退職の最大の理由[8]となっ
ている．そのため，歯科衛生士に対する出産・育児休業
といった支援制度の導入，育児中の歯科衛生士に配慮
した柔軟な勤務体系の整備[31]が喫緊の課題である．実
際，免許取得後 5 年以内で歯科衛生士業務に従事してい
ない者の 3 割以上が「よい勤務先があればつきたい」と
回答する一方，歯科医療以外の就業者は 2 割近くを示す
[32]．また，就業形態や就業施設の規模が歯科衛生士と
は異なるが，女性中心かつ対人医療サービスを提供する
点で共通する看護職のキャリアの拠りどころは，少なく
とも 5 年以上の仕事経験により安定すること[33]，職場
定着には初職時の就業意識が重要であることが報告され
ている[34]．したがって，免許取得後の一定期間は職業
基盤を構築する時期として捉え，就業継続に向けた支援
の強化が，歯科衛生士の早期離職防止につながると考え
られる．
今回，就労にあたり「自分の技術・知識不足」に不安
を抱く学生が多かったことは，看護学生と同様であった
[35]．「自分のスキル」は，歯科衛生士の再就職を阻む
主要な要因としても報告されており[7,8]，歯科医療従事
者として対人保健を担う歯科衛生士卒業年次生にとって
も，自身の修得状況が大きな不安要素となることが確認
できた．今後は，専門的な知識と手技の習得を含め，学
生が就労や職業に対する意思の維持・向上を目指した歯
科衛生士教育[21]が求められると考える．
本調査の限界は，歯科衛生士を雇用する側の意向を明
らかにしていないこと，学生の時点での意向に限るもの
で就職後の状況までは言及できないことが挙げられる．
今後は，地域での歯科口腔保健ニーズを踏まえた歯科衛
生士の働き方や需給の検証が求められる．また，卒業前
の意向や意識が卒業後の就労状況に全面的に移行すると
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はいえないため，若年層の就業定着に向けて20歳代の歯
科衛生士に対する就労観を把握する必要がある．さらに，
キャリア展望が描けているかは自己判断であるので，そ
れが実際に描けているかの正確性には限界がある．
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